
東 京 都 都 民 の 森 条 例 （ 平 成 二 年 東 京 都 条 例 第 六 十 二 号 ） 新 旧 対 照 表 

改 正 案 現 行 
第 一 条 か ら 第 三 条 ま で （ 現 行 の と お り ）  第 一 条 か ら 第 三 条 ま で （ 略 ）   

( 施 設 の 休 業 日 等) ( 施 設 の 休 業 日 等) 

第 四 条 都 民 の 森 の 施 設 の う ち 、 別 表 第 一 に 掲 げ る 施 設 の 休 業 日 は 、 次

の と お り と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ

れ を 変 更 し 、 又 は 臨 時 に 休 業 日 を 定 め る こ と が で き る 。 

第 四 条 都 民 の 森 の 施 設 の う ち 、 別 表 第 一 に 掲 げ る 施 設 の 休 業 日 は 、 次

の と お り と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ

れ を 変 更 し 、 又 は 臨 時 に 休 業 日 を 定 め る こ と が で き る 。 

一 毎 週 月 曜 日 。 た だ し 、 そ の 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律( 昭 和 二 十

三 年 法 律 第 百 七 十 八 号) に 規 定 す る 休 日 に 当 た る と き は 、 そ の 翌 日 

一 毎 週 月 曜 日 。 た だ し 、 そ の 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律( 昭 和 二 十

三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ) に 規 定 す る 休 日 又 は 都 民 の 日 条 例( 昭 和 二 十

七 年 東 京 都 条 例 第 七 十 五 号) に 規 定 す る 都 民 の 日 に 当 た る と き は 、 そ

の 翌 日 

二 一 月 一 日 か ら 同 月 三 日 ま で 二 一 月 一 日 か ら 同 月 三 日 ま で 

三 十 二 月 二 十 九 日 か ら 同 月 三 十 一 日 ま で 三 十 二 月 二 十 九 日 か ら 同 月 三 十 一 日 ま で 

２ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 四 月 二 十 九 日 か ら 五 月 五 日 ま で 、

七 月 二 十 一 日 か ら 八 月 三 十 一 日 ま で 及 び 十 月 一 日 か ら 十 一 月 三 十 日 ま

で の 間 は 、 休 業 日 を 設 け な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 に 必 要 と 認 め る と き

は 、 臨 時 に 休 業 日 を 定 め る こ と が で き る 。 

 
 

 
 
 

３ 別 表 第 一 に 掲 げ る 施 設 の 利 用 時 間 は 、 知 事 が 定 め る 。 ２ 別 表 第 一 に 掲 げ る 施 設 の 利 用 時 間 は 、 知 事 が 定 め る 。 

別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 （ 現 行 の と お り ） 別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 （ 略 ） 

別 表 第 三( 第 六 条 関 係) 別 表 第 三( 第 六 条 関 係) 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

 

利 用 単 位 使 用 料 

一 人 一 泊 三 千 円 
 

利 用 単 位 使 用 料 

一 人 一 泊 二 千 円 
 


